保管管理日誌の記入要領　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．保管管理日誌整備の目的
保管管理日誌は、現場保管責任者が、毎日、寄託物品の管理実施状況を詳細、かつ、
具体的に記録し、爾後の適切な保管管理を行うための指針とするほか、万一、保管中に
事故が発生した場合の倉庫業者としての善管注意義務の履行の事実を客観的に立証する
資料とするために整備するものである。
２．日誌整備の単位
保管管理日誌は、倉所ごとに備えつける。
３．温・湿度欄
(1) 庫外
乾湿球湿度計等により百葉箱を用いるか、または、代表的な棟の直接日光の当らない痛
風の良い場所において計測する。
(2) 庫内
(1) 各棟ごとに、各倉庫の保管条件の最も不良な場所（例、西陽の影響のある側、支通路奥面、倉番通路奥面等）において、乾湿球湿度計等により、上段（ロット最上段位）および、目通り（床上約1.5ｍ）を計測する。
(2) 6月～10月間の高温時の庫内外湿度は、関係（相対）湿度のほか、絶対湿度を括孤書する。
４．穀温欄
(1) 各棟ごとに、各倉番の保管条件の最も不良なロットの上、中、下段に位置する調査
個袋について、棒状穀温計により計測するが、同一倉庫内において保管条件の不良な場
所が２カ所以上ある場合には、少なくとも２ヵ所について計測する。
(2) 穀温は、調査個体の中心部に近い部分を計る事が必要であるので、穀温計はできる
だけ深く挿入する。
５．保管管理状況欄
(1) 検数
(1) 毎期首在庫数量を検数するほか、運送出庫、売却出庫、および倉移し等により在庫数量が移動した場合には、当日中に必ず検数し、保管台帳記載数量と照合する。
(2) 在庫数量の過不足、等級相違等の異常を発見したときは速やかに上級責任者に報告するとともに、不突合の原因を究明し、その経過を摘要欄に記入する。
(2) 品質管理
(1) ア．空気調整
(2) 扉、窓、ベンチレーター等による痛風の有無、理由および効果について記入する。
(3) 運送出庫等においては、数量、運送先、品質、水分の程度をその都度記入する。
(4) 見回りは、庫内外に及び補改修の有無、庫内温度、穀温、品質などをチェックし
要件を記入する。
イ．水分管理
(1) 水分率と庫内湿度（高温期は絶対湿度も併せて）のバランスをチェックし空調の
要否を記入する。
(2) 水分率調査個体数は、在庫量に応じて定めるが、各倉番とも水分率のフレが僅少な
場合には、保管条件の不良な倉番の代表ロットから万遍なく選定し追跡調査値を記
入する。
ウ．品質調査
(1) 保管条件の不良なロットの最下段、最上段の調査個体について、外観的品質（肌ず
れ、胴割れ、色沢、カビ着生等）異常の有無を記入する。
(2) 異常の場合は、上級責任者に報告し、要すれば担当検査官に連絡し指示を受けその
旨記入する。
エ．病中害予察
(1) 見回り時の病中害発生予察の状況および措置案を記入する。
(2) くん蒸計画および事務所へ申請した場合は、その旨記入する。
(3) くん蒸薬品の配送、検収状況を記入する。
６．摘要欄
(1) 食糧事務所検査官(保管指導担当者)来所の場合は、その旨および指示事項、履行状
況を記入する。
(2) 防火訓練、絶縁抵抗試験等防災関係事項を記入する。
(3) 倉庫補改修（例、断熱施行、扉改装等）状況を記入する。
(4) くん蒸可否認定更新状況を記入する。
(5) その他関係事項（例、夜間見回りは警備保障ＫＫに委託）を記入する。
７．管理日誌の保存年限は５年とする。
